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概算要求額

【一般会計】

　生産性の抜本的な向上を加速化する革新的新品種開発 3,300,000

200,000

頁

令和９年度予算概算要求 一覧

事 項

輸出拡大に向けたニーズや付加価値の高い農産物の栽培・加工技術等の開発
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⽣産性の抜本的な向上を加速化する⾰新的新品種開発

＜対策のポイント＞
⽣産性の抜本的な向上を加速化する多収性品種等⾰新的な特性を持った品種、開発した品種の利⽤拡⼤に資する栽培技術、省⼒的な種苗⽣産技術、
育種素材の開発について、⾼精度な分析機器も活⽤しつつ実施します。加えて、スマート育種技術を低コスト化・⾼精度化し、育種現場で簡便に利⽤できる
育種効率化基盤を構築します。また、⽔稲の⽣産性の抜本的向上に資する技術の開発により、我が国の⾷料安全保障の確保に貢献します。
＜事業⽬標＞
多収化や⾼温耐性などに資する35品種の育成［令和12年度まで］

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１．政策ニーズに対応した⾰新的新品種の開発 1,900百万円（前年度 ー ）

① 今後の国内農業の基盤となる⾰新的な新品種の開発
② 品種の利⽤拡⼤に資する新品種の栽培技術、省⼒的な種苗⽣産技術の開発
③ 切れ⽬なく品種開発を継続するための育種素材の開発
を産官学の連携により推進します。
２．より⾼精度な新品種開発のための分析機器等の整備 730百万円（前年度 ー ）

より精度の⾼い特性評価等を⾏うことにより、ニーズに最適となる品種を確実に開発す
るため、新品種の開発等に必要な分析機器等を整備します。
３．新品種開発を加速化する作物横断的育種効率化基盤の構築

500百万円（前年度 ー ）

ゲノム情報、AI、遺伝資源等をフル活⽤し、穀物、野菜、果樹等の新品種開発を加速
化できる作物横断的な育種効率化基盤の開発を推進します。
４．⾷料安全保障強化に向けた⽔稲の低コスト・多収栽培技術の開発

170百万円（前年度 ー ）

各地域における乾⽥直播や再⽣⼆期作に適した多収品種等を選定するとともに、その
能⼒を最⼤限に発揮するための極めて低コストな栽培技術を開発します。また、節⽔型
乾⽥直播の技術評価を実施します。
＜事業の流れ＞

令和９年度予算概算要求額 3,300百万円（前年度 ー ）

（03-3502-2549）農林⽔産技術会議事務局
研究統括官（⽣産技術）室（1,2,4の事業）［お問い合わせ先］

（03-3502-0536）
農林⽔産技術会議事務局
研究開発官
（基礎・基盤、環境）室

（3の事業）
国

⺠間団体等※
委託

※ 公設試・⼤学を含む。

交付
（定額） （国研）農業・⾷品産業

技術総合研究機構

⼀部
委託

⺠間団体等※

交付
（定額） ⽣物系特定産業技術

研究⽀援センター
委託

⺠間団体等※

（３・４の事業）

（１・２の事業）

（１・２の事業）

１．政策ニーズに対応した⾰新的新品種開発
1,900百万円◆⾰新的な新品種の開発

（多収性、機械作業適性、⾼温耐性品種など）
◆栽培技術・種苗⽣産技術の開発
◆育種素材の開発 ⾼温による

浮⽪被害

⽣産性向上等によ
り、⾷料・農業・農
村基本計画のKPI
達成に寄与

３．新品種開発を加速化する作物横断的育種効率化基盤の構築
スマート育種技術を低コスト化・⾼精度化し、多品⽬に利⽤
できる育種効率化基盤を開発
・ 作物横断的な育種情報データベースの構築
・ AI等により最適な交配親の予測や効率的な選抜ができる
育種⽀援ツールの開発
・ 作物形質の計測を効率化する⾼速フェノタイピング技術の開発

２．より⾼精度な新品種開発のための分析機器等の整備
新品種の開発、栽培技術・種苗⽣産技術の開発、育種素材の開発に必要な分析機器等の整備

4．⾷料安全保障強化に向けた⽔稲の低コスト・多収栽培技術の開発

⽔稲の低コスト・多収栽培を可能とする技術を
開発し、マニュアルの作成・改訂等により、開発
技術を速やかに現場に普及

乾⽥直播 再⽣⼆期作

⾼温により
裂果したトマト
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＜対策のポイント＞
海外におけるニーズが⾼い輸出重点品⽬について、輸出先国の規制やニーズに対応した栽培・加⼯技術や、⻑距離輸送に対応した技術など、輸出拡⼤に資
する技術を開発し、「海外から稼ぐ⼒」の強化に貢献します。

＜事業⽬標＞
「農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤実⾏戦略」で位置づける輸出重点品⽬の輸出拡⼤に貢献［令和12年度まで］

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞

海外におけるニーズが⾼い輸出重点品⽬であるかんしょ、イチゴ及び茶における以下の
研究開発を実施します。
・輸出可能な⽣産量を確保するための効率的⽣産体系（かんしょ、イチゴ、茶）
・輸出先国の残留農薬基準に対応した病害⾍防除体系（イチゴ、茶）
・⻑距離輸送に対応した⻑期品質保持体系（かんしょ、茶）
・輸出先国のニーズに対応した有機など⾼付加価値化に関する⽣産・加⼯技術
（イチゴ、茶）

＜事業の流れ＞

令和９年度予算概算要求額 200百万円（前年度 ー ）

定型苗の効率的⽣産
体系の確⽴

⼈⼒による多労な
かんしょの移植作業

国 ⺠間団体等
(公設試、⼤学を含む)

委託

【期待される効果】
・海外でのニーズが⾼く、⾼付加価値・⾼品質の作物を安定的に⽣産
・輸出にも対応できる⽣産量を省⼒的に⽣産し、⽣産コストも低減
・⻑距離の輸送を可能とすることにより、輸出先国を拡⼤する体制を構築 など

輸出の拡⼤

・ 今後成⻑する海外の⾷市場を取り込み、農林⽔産物・⾷品の輸出の促進を
図ることにより、海外から稼ぐ⼒を強化

・ マニュアルの作成等により、輸出先国の規制やニーズに対応した⾼付加価値
化に関する栽培・加⼯技術や、⻑距離輸送時の腐敗の要因となる傷を防⽌す
る技術等の研究開発を⾏い、輸出拡⼤に資する技術を速やかに現場に普及

（03-3502-2549）農林⽔産技術会議事務局研究統括官（⽣産技術）室［お問い合わせ先］

輸出拡⼤に向けたニーズや付加価値の⾼い農産物の栽培・加⼯技術等の開発

○農林⽔産物・⾷品の輸出額の推移

資料︓財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成

（単位︓億円）
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